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はじめに 

浜松では冬になると強い空っ風が吹き抜ける。気象庁

によると、空っ風は関東地方や東海地方の太平洋側で冬

に吹く冷たい乾いた風のことであり、冬には北西の季節

風が日本海側の地方に雪を降らせた後、山脈を越えて太

平洋側の地方に吹き下りる。しかし、静岡県内では事情

が異なり、浜松を含む静岡県内の各地で平均風速約 5 メ

ートルを超える西風が卓越する。そして、浜松地方を吹

きわたる西風を風上からたどると、風は若狭湾から濃尾

平野を通って伊勢湾に出て、渥美半島を経て浜松方面へ

やってくる。そのため、伊勢湾から廻り道をして西風と

なって吹き込んでいると仮説を立てた。本研究では、身

近な気象現象である遠州の空っ風に着目し、空っ風の成

因を気象データの解析と風洞実験の 2 つの視点から明ら

かにすることを目的とする。 

研究等の方法 

(1)気象庁のデータ解析 

気象庁のホームページでは、各観測地点での気象デー

タが公開されている。この公開データをもとに、1 月～3

月までの 3 か月間に、滋賀県から静岡県にかけての 5 県

22 地点に関して、月ごとの風速と最多風向の平年値をも

とに国土地理院地図(赤色立体地図)上に描画して解析し、

中部地方における典型的な冬季の風の強さと風向きを明

らかにした(図１)。 

(2)風洞実験 

粘土で作製した山地や地形模型を用いて風洞実験を行

い、30 度刻みで風速と風向を計測した。測定にはハンド

ヘルドポータブル風速計（Estink 社製:GM8903）を使用

し、床からの高さ 0cm、2.5cm、5.0cm、7.5cm の 4 段階で

測定を実施した。四角柱、三角柱、半円柱の模型を横た

えた場合と、円柱や四角柱を縦に立てた場合の風速・風

向を比較した。さらに、伊勢湾や濃尾平野を模した U 字

型と U 字型(改造型)の窪地の幅や深さを変化させ、山地

の位置を調整しながら風の流れや強風域の有無を確認し

た(図 2)。 

 
図 1．中部地方の地形  図 2.風洞実験の概略図 

結果・考察 

(１) 気象庁のデータ解析 

１月から 3 月までの冬季の平均風速と最多風向には同

様の傾向がみられ、各月による明確な差は確認できなか

った。地域ごとに着目すると、濃尾平野から伊勢湾周辺

におよぶ地域では、日本海側から太平洋に向かう北西の

季節風が常に卓越していた。それに対して、伊勢湾の東

側に位置する浜松では西北西の風が吹き、御前崎では西

風が吹いていた。つまり、濃尾平野から伊勢湾にかけて

広がる盆地状の地形が、冬の季節風が吹き抜ける通り道

となっていることが明らかになった。                    

(2)風洞実験 

2 種類の高さの異なる三角柱、半円柱、四角柱の 4 種

類の柱体を風に対して横たえた場合では、風速と風向に

対して障害物の形状が大きく影響していることが明らか

になった。 

円柱と四角柱の 2 種類の柱体を風に対して立てた場合

では、風速と風向に対して障害物の形状は全く影響しな

かったいずれの測定高においても障害物の風下側では風

速が著しく低下し、風向が障害物を巻き込む方向に変化

していた。 

 
図 3.風洞実験に用いた(A)U 字型と(B)改造した U 字型 

伊勢湾や濃尾平野を模した窪地がある地形の U 字型の

2 種類(図 3)で、粘土模型がある部分は風速と風向に対

する障害物の影響はどの測定高においてもみられず、風

洞装置からそのまま風が吹き抜けていた。2 種類の粘土

模型の風下側に着目すると、窪地の風下側部分では風速

が周辺よりも大きく風洞装置の反対側に吹き抜けていた。 

まとめ 

 本研究により、冬季に西寄りの強い空っ風が吹くのは、

濃尾平野や伊勢湾を吹き抜けてきた北西の季節風が、奥

三河地方の山地に沿って曲げられることにより、強い西

風になって卓越していたと考えられることが明らかにな

った。今後の計画として、3D プリンターを用いて詳細な

中部地方の立体模型を作製し、風洞実験により風向を検

証し、鉛直方向での風の動きも計測する計画である。 
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